












































                                                   
1 日本ホリスティック教育協会編『ホリスティック教育入門（復刻増補版）』せせらぎ出版（2004年）。宣言は
第六章に所収、第７章は筆者による宣言の解読。 
































ティブがありえる。いわば S.D. for E.  (Sustainable Development for Education）である。「サステ 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































さらに、リンカーン大統領のゲチスバーク演説の修辞法（government of the people, by the people, 
for the people）を借りよう。ESD が「教育による持続可能な開発 Sustainable Development by 
Education」であり、それに対する SDE は、「教育のための持続可能な開発 Sustainable Development 























































E. for S.D. 
E. as S.D. 
S.D. for E. 













実施計画のための枠組み』（UNESCO 2006, Framework for the UN DESD International 
Implementation Scheme）には、「この計画では、持続可能な開発の鍵となる社会、環境、経済とい



















Ｅ（HOPE: Holistic, Ownership-based, Participatory, Empowering）評価法を開発し、すぐれた成




































                                                   
6 とくに永田佳之の監修によるAsia/Pacifi c Cultural Centre for UNESCO (ACCU), Tales of HOPE II, 2009.を参照。 
7 永田佳之・吉田敦彦編『持続可能な教育と文化／深化する環太平洋のＥＳＤ』せせらぎ出版（二〇〇八年）。 








































































「エコ・フィロソフィ」研究 Vol.8 別冊 シンポジウム・研究会 編 
 
128 
した。深く根ざすことのできるルーツなくして、この文明の大波に洗い流されずに、自らの生きるべ
き方向を保つことは難しい。持続可能な未来へ向けて、私たちの足元の大地（文化）の土壌を耕しな
おし、深く根ざしなおさなければならない所以である。 
 
